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<表紙の写真 >
　（左下） 方言の通時的変化は高年層→中年層→若年層の順序である。この画像は各年齢

層のアスペクト体系に基づいて、岡山方言全体のアスペクト体系がどのような
プロセスを経て変化してきたのかを示したものである。
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